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「ワークショップコレクション2007」開催のお知らせ

こどものための最新ワークショップの博覧会

平成19年5月21日
特定非営利活動法人 CANVAS事務局

特定非営利活動法人 CANVAS（キャンバス：以下、CANVAS）並びに、慶應義塾大学デジタルメディア・コンテンツ
統合研究機構（以下、DMC機構）は、2007年6月30日（土）7月1日（日）の2日間、慶應義塾大学三田キャンパス（東
京都港区）にて、全国にある最新のこども向けワークショップを一堂に集めた“ワークショップの博覧会”、「ワーク
ショップコレクション2007」を開催いたします。

今年度で４回目の実施となる「ワークショップコレクション」は、従来のアナログの表現手段と最先端のデジタル技
術を駆使した全国選りすぐりのワークショッププログラムを集め、来場者にライブで参加いただく試みです。今年度
は、デジタル知財プロジェクト（ＤＩＰＰ：Digital Intellectual Property Project）の一環として、こどものデジタルコンテ
ンツと知財をテーマとする研究「デジタルキッズ」を発足させるDMC機構と共同で開催いたします。

今年度はアーティスト・ワークショップやこども向けインターフェース開発者等の個人出展、そして大学関係者・企
業・各種ＮＰＯ法人・アトリエ等の団体出展を合わせて、３４コンテンツの出展を予定しております。
また、６月３０日には、「デジタル知財プロジェクト」（DIPP）のキックオフシンポジウムも同時開催いたします。具体
的な内容は以下の通りです。

▼デジタル系ワークショップ
パソコンを使ったＣＧキャラクター制作やプログラミング体験、アニメ制作やＤＪ体験等の最新鋭のデジタル技術
を駆使したワークショッププログラムを多数用意しております。今回は各種研究所・大学等で開発された最新イ
ンターフェース、アーティストが個人で開発したメディアアート作品等の出展も数多く、参加者の創造力を最大限
に引き出すものとなっています。

▼アナログ系ワークショップ
こどもになじみのねんどを使った造形プログラムやロボット製作、手漉き和紙体験、また自然素材を生かしたク
ラフト製作やチンドン屋体験ワークショップなど、こどもの生の“楽しい”を刺激するワークショップを用意します。
たくさんの人たちで作り上げていく、わくわく感をぜひ体感して欲しいと考えております。

▼シンポジウム
「デジタル知財プロジェクト（ＤＩＰＰ）キックオフシンポジウム２００７」
2007年6月30日（土） 13:30-17:00（開場：13:10）東館6Ｆ Global Studio（定員100名）
ＤＩＰＰのキックオフイベントとして、シンポジウムを開催します。ＤＩＰＰの活動紹介として、「コンテンツ取引市場」
および「ユビキタス特区」をテーマとしたパネルディスカッション等を行います。DIPPの一環として発足する「デジ
タルキッズ」（こどものデジタルコンテンツと知財をテーマとする研究）についても紹介します。

こどもたちの創造力・表現力を育む活動を全国に展開しているＣＡＮＶＡＳ、「デジタルキッズ」をスタートさせるＤ
ＭＣ機構、それぞれが協力し、実施するこの試みをご理解いただき、ぜひ貴社媒体を通じて読者・視聴者の皆さ
まに、この「ワークショップコレクション2007」の開催予告を広くお知らせいただきたく、また同時に当日の取材に
つきましてもご検討いただけますようお願い致します。

＊写真は過去の「ワークショップコレクション」の様子

公式サイト：http://www.canvas.ws/wsc2007



【ワークショップ出展者】
アクティブシニアプロジェクト/朝倉民枝（グッド・グリーフ！）/アトリエミュレット 山口薫/安斎利洋・中村理恵子/IAMAS DITコース11期生/株式会社
イーケイジャパン/いまだて遊作塾/HPスーパー サイエンス キッズ実行委員会/NTTコミュニケーション科学基礎研究所 原田康徳/箱式 オ☆クラテ
ツヒロ/おちゃっぴ・c.i.pデザイン/尾上耕一/カナイヒロミ（造形作家）/NPO学習環境デザイン工房＋青山学院大学HIRC/クワクボリョウタ（アーティス
ト）＋ドミニク・チェン（東京大学）/慶應義塾大学 稲蔭研究室/慶應義塾大学 奥出研究室/慶應大学ＤＭＣ機構サウンド・エデュケーション・プロジェク
ト/株式会社タカラトミー/中京大学 ミヤタゼミ/辻村マヤ（Digilog Film Lab)/トリガーデバイス+布山タルト/なおやMAN（ケミカルエンターテインメント）
/日本シミュレーション＆ゲーミング学会授業と教材研究部会/博報堂 こどもごころ製作所/㈱ピコトン・工芸大笠尾研/深沢アート研究所/フュー
チャーキッズ/㈱プロムナード 社団法人コンピュータソフトウェア著作権協会/財団法人マルチメディア振興センター ｅ－ネットキャラバン事務局/森
×人（ＮＥＣ森の人づくり講座修了生）/山田一貴（NetDone運営）/U-Stage/紙コップアーティストLOCO （50音順）

【名 称】 ワークショップコレクション2007

【日 時】 2007年6月30日（土） 11：00～18：00 ＊シンポジウム:6月30日（土）13:30-17:00

7月 1日（日） 11：00～18：00

【会 場】 ワークショップ：慶應義塾大学三田キャンパス 西校舎１Ｆ～３Ｆ

シンポジウム ：慶應義塾大学三田キャンパス 東館６Ｆ Global Studio

（東京都港区三田2-15-45）

【主 催】 特定非営利活動法人CANVAS(キャンバス)

慶應義塾大学デジタルメディア・コンテンツ統合研究機構

【後 援】 経済産業省（申請中）、総務省、特許庁（申請中）、知的財産戦略本部（申請中）

東京都教育委員会、港区教育委員会、日本弁理士会、国際IT財団

【協 賛】 株式会社イーケイジャパン、ＨＰスーパーサイエンスキッズ実行委員会

株式会社ＣＳＫホールディングス、博報堂こどもごころ製作所

【来場者数】 3,000人（見込）

【参加費】 無料

【対 象】 １、ワークショップに関心のある各分野の専門家

大学関係者、ミュージアム関係者、教育関係者、行政関係者、企業関係者、アーティスト、

ファシリテーター、各種NPO法人、団体、ワークショップを開催したい人、体験したい人

２、ワークショップ参加希望者として

こどもを中心に保護者の方もご参加いただけます

本件に関する一般及び報道機関からのお問い合わせ先
＊ご取材の向きは、事前に下記までご一報下さいますようお願い申し上げます。

“ワークショップコレクション2007”運営事務局（特定非営利活動法人CANVAS内） 担当：宮本

TEL：03-5534-8088 FAX：03-5534-8081 電子メール：information@canvas.ws

CANVAS URL：http://www.canvas.ws
CANVASは、こどものための創造・表現の場を提供し、豊かな発想を養う土壌を育てることを目標として、2002
年11月に設立しました。一人ひとりの創造力と表現力を高めていく。そして、日本を表現大国にし、世界のコ
ミュニケーションを活発にしていく。CANVASは、各地でこども向けワークショップの活動をしている方々や企業、
行政、アーティスト、学校教育関係者等、様々な分野の方々と連携しながら、全国のこどもたちの取り組みを活
性化し、国全体の底上げを図っていきます。

DMC機構 URL：http://www.dmc.keio.ac.jp
2004年に文部科学省科学技術振興調整費に戦略的研究拠点育成プログラムに採択され設立された組織です。
これまで放送・映画・広告等一部の業界に限られていたデジタルコンテキストの創造と流通の活動を、一般の
人々に開放し、新しい産業分野を切り拓くことを目的に、研究開発・国際流通促進・人材育成を展開しています。
研究プロジェクトである「デジタル知財プロジェクト」（DIPP）では、デジタル時代のこどもの創造力・表現力に関
する研究（デジタルキッズ）にも力を入れています。

【公式ＷＥＢサイト】 ワークショップコレクション2007公式ＷＥＢサイト：http://www.canvas.ws/wsc2007/
ﾃﾞｼﾞﾀﾙ知財ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(ＤＩＰＰ)ｷｯｸｵﾌｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ2007公式WEBｻｲﾄ：http://www.dmc.keio.ac.jp/topics/index.html

【参考ＷＥＢサイト】 ワークショップコレクション2004リポート ： http://www.canvas.ws/jp/workshop/ws11/outline.html
ワークショップコレクション2005リポート ： http://www.canvas.ws/wsc2005/index.html
ワークショップコレクション2006リポート ： http://www.canvas.ws/wsc2006/index.html

「ワークショップコレクション2007」開催概要

【シンポジウム】 「デジタル知財プロジェクト（ＤＩＰＰ）キックオフシンポジウム２００７」
2007年6月30日（土） 13:30-17:00（開場：13:10）東館6Ｆ Global Studio（定員100名）
ＤＩＰＰのキックオフイベントとして、以下の内容でシンポジウムを開催します。
第１部：ＤＩＰＰの活動紹介 （「デジタルキッズ」の紹介等）
第２部：パネルディスカッション「コンテンツ取引市場」

（パネリスト：放送事業者、番組制作会社、官庁、権利者、アグリゲーター）
第３部：パネルディスカッション「ユビキタス特区」

（パネリスト：通信放送事業者、携帯メーカー、官庁、研究者）


